A teaching method of the mathematics in a Junior College ―A tentative plan of utilizing newspapers as a means to learn number theory―（Continued） by 篠原 昭
50
Ⅰ . はじめに
　前報（1）では、初歩的な整数論の講義を行い、日常生
活で体験する数学的な内容を含む身近な話題を講義の後
に雑談的に話す試みについて報告した。今回は逆に新聞
などに先ず話題を捜し、それを講義の枕として数学の本
論に入ることを試みた。
　文系短期大学の教養科目としての数学では、数学その
ものを学ぶと同時に、教養としての色々な知識―それが
重要なものであれ、単なるトリビアルな雑学に過ぎない
ものも含めた―知識を学ばせることが大切だという信念
のもとに行った試行錯誤について報告する。
　本報で引用した新聞は朝日新聞（朝日）と信濃毎日新
聞（信毎）である。文中敬称略。
　Ⅱ．零―ゼロの効用
　’09年は長野市の善光寺の御開帳の年であり、翌’10年
は信州の諏訪地方その他の地で行われた御柱（おんばし
ら）祭の年であった。両者とも地元では「7年に 1度の」
御開帳であり、御柱祭である。しかし実際には 6年目毎
に行われている。
　’08年 8月 6日の信毎に「善光寺御開帳は『七年目に
一度』、『数え年』を慣習  尊重しつつ」という見出しで、
読者からの質問に答える形の記事が載っていた。
　数え年を知らない学生は決して少なくない。いまは満
年齢であり、時には何歳何ヶ月と言うこともある。’60
年代ころまでは「数えで 70だ」というように使う人が
いたが、いまは殆ど聞かれなくなった。学生が知らない
のも当然である。たまたま知人からの手紙に「この 2月
昔ふうの数えで 90才を迎えました」と書かれていたの
で、この手紙を学生に回覧した。数え年を知らなくても
生活に支障を来たすことは無いが、知識として知ること
は必要であろう。数え年からいまの満年齢に変って何年
もたった ’60年代ころまでは文学作品などに「数えで何
歳」といった表現がいくらもある、一例を示す。
　長野県出身の新劇女優松井須磨子の考証を書いた戸板
康二の「松井須磨子―女優の愛と死」（2）（’63年 12月）
には「須磨子は（数えで）二十九歳」とあり、また「須
磨子が死んだ時、ぼく（戸板―引用者注）は数え年五歳
であって…」とも書いている。この本が出版された
’63年は東京五輪の前年で、明治、大正生まれの人も多
く、数え年はまだ生きていたのである。明治から昭和
20年代に書かれた小説などでは、年齢は特にことわり
がない限り数え年である。満年齢は学齢や徴兵検査など
官庁の規則や公文書等で使われてはいたが、日常生活で
は数え年であったと思う。
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　数え年は生まれてすぐ 1歳になる年齢である。大晦日
に生れた人は翌日には 2歳になってしまう。年齢ばかり
ではない。仏教の行事の初七日とか四十九日法要は死後
6日目、48日目である。’11年 3月 11日は東日本大震災
で大勢の人が亡くなられた。4月 28日に合同四十九日
法要が行われたが、これは 49日目でなく 48日目である。
講義が始まったばかりの頃で、学生たちも真剣に聴いて
いた。
　なぜこうなのか？多分このような慣習が始まった頃は、
零（ゼロ）を知らなかったからだと考えるのが妥当だと
思う。日本ばかりではない。西暦はキリスト生誕の年を
元年とする紀年法、525年にローマの僧エグリグウスが
定めたものである。キリストの誕生年には異論があるら
しいが、そのことは措くとして、この数え方だとキリス
トが生きていると今年（’11）は数えで 2011歳、満年齢
だと 2010歳である。日本の元号も元年から始まるので
平成元年生まれの人は今年（23年）は 22歳であり、数
えで 23歳である。
　不具合が生ずる例は色々あるが、紀元前 100年は
2011年から何年前かというとき、0がないので単純な和
でなく、2011＋100－1となる。実際にもそんなトラブ
ルがあった話が報告されている（3）。摂氏温度と比較すれ
ばよくわかる。氷点を 0とし、正方向と負の方向に目盛
りがついている。西暦と比較すると 0の意義がはっきり
する。このことこそが 0を整数とする理由であり、本章
の目的である。
　現在われわれが使っている 0に相当する記号は、2千
年ほど前に印度で発明された。いまの数字でいえば 1と
0を並べた 10で十を二十なら 20と書く記号としての、
すなわち位取り記数法の発明である。これは算盤で空位
を示す記号で、スーニャという空白を意味する言葉であ
ったようだ（4）。算盤が普及していた中国や日本で 0に気
付かなかったことも不思議な話である。しかし 0を発明
した印度でも、0が 1や 2や 3等と同じ数でもあること
を発見するまでには更に数世紀以上の時間が必要であっ
た。
　この 0が印度からアラビアを経由して欧州に導入され
るのはルネサンスの頃とされている。印度から中国へも
早い時代に伝えられたが、普及するには至らなかった。
日本へも中国から江戸時代には伝えられたものの、それ
は空位を表す零であった。長野市安茂里（あもり）に正
覚院という寺院がある。ここに安永 10（1781）年に奉
納された算額があり、和算の問題が書かれている。その
中に「四千百四拾一万四千令八拾四」という数字がある。
（原図では縦書き）（5）。算用数字で書けば 4141,4084とな
る。0を令としてあるが、これは算盤の空位を示す記号
であって、いまでも「4千とんで 84」などというが、単
にそれだけのことである。零と書いたものもある。十を
今日のように一〇（本来は縦書き）と書くことはなかっ
た。
　零に関しては吉田洋一の名著「零の発見」（岩波新書）
がある。初版は ’39年で、改版された手元の ’97年版は
88刷である。学生に推薦する本の第一に挙げた。
　講義では 0を知らなかった時代の例をもう一つ紹介し
た。時計の文字盤には 0時がないという不思議について
である。
　服部セイコーの織田一朗の「時計の針はなぜ右回りな
のか」（草思社、’94）の第二章に「文字盤はなぜ 0から
始まらないのか」の項があり、その中で「時計が考案さ
れた（BC3～4000年）のが、人類がゼロを発見する（八
～九世紀）よりも先だったからといわれている。」と書
いている。時代については異論もあるが、多分そうだろ
うと思う。今の形の機械時計が考案された時期の特定は
むずかしいが、欧州の人がアラビアから導入した 0の存
在を知るのはルネサンス時代らしいから、機械時計の発
明よりかなり後のことであり、それまではⅠ、Ⅱ、Ⅲ…
のローマ数字しか知らなかった筈である。ローマ数字は
現在でも見出し数字などに使われているが、当然 0に相
当する数字はない。
　現存する世界最古の機械時計は、パリ最高裁判所の塔
時計とされている。文字盤にはローマ数字で今日と同じ
ようにⅫが上にあり、0はない。これはシャルル五世
（1337-80）時代であり、仏国でも未だ 0は知られていな
かった筈である。
　この二つの例は整数の話に入るための枕である。整数
は自然数と、自然数に負号を付けた負の整数、それに 0
である。自然数は隣合う 2数の差は 1である。0が整数
でないとすると 1と－1の差は 2となってしまう。だか
ら 0を整数とするという話をするための例としての枕で
ある。
Ⅲ．数の読み方と数字の種類
　数を考えるときにはその読み方と数字の書き方が問題
になる。受講生の大部分が簿記、会計などの専攻である
ことを考慮して、数の読み方、書き方等を改めて復習さ
せることにした。
　長野県知事だった田中康夫は県が作成する資料で予算
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額を書き表す場合、「億」「万」「千」といった単位語を
用いるよう指示したという記事が信毎（’05.10.22）に出
ていた。見出しは「県予算単位語を徹底」。1､ 234､ 567
千円を 12億 3456万 7千円と書け、1,000千円としてき
た表記は 100万円にしろという内容。至極当然な話。数
字に不馴れな者が日頃このような数字に悩まされている
点を指摘したものである。何故このようになるかという
と、言葉の問題である。Ⅱの算額のところに書いた数字
は 4桁切りでコンマを打った。これは日本語の数字の読
み方が 4桁切りで、万、億、兆、京…であるのに対し､
英語等では千、百万、十億、兆…と 3桁切りである。従
って 3と 4の最小公倍数の 12桁の兆で一致する。百万
や十億に対応する日本語の数詞はないし、逆に万や億に
対応する英語はない。田中知事の提案がその後どうなっ
たのかは知らないが、会社の決算書などにはそれなりの
配慮がなされていることに気づくようになった。
　日本語の数字の読み方は完全に十進法でわかりやすい。
11は 10＋1の「じゅういち」で 12は「じゅうに」であ
る。英語ではイレヴン、ツエルヴであってテンワン、テ
ンツーではない。
　次ぎに数字であるが、万国共通のアラビア数字による
表記は問題ないが、日本ではいまでも漢数字を用いるこ
とがある。一、二、三…十、百、千、万…等々である。
例えば 245を漢字で書くときは二百四十五である。いま
は手紙の宛先を漢字で縦書きするときは二四五と略記す
るし、604を六〇四と書く。新聞などもこの方式である。
漢数字には壱、弐、参、拾などいわゆる大字（だいじ）
もある。小切手などには算用数字と漢字の大字を使って
金額を書くことになっている。
　このことを本学の会計学担当の土屋教授にうかがった
ところ、朝日の切り抜き（’86.7.11）を見せて戴いた。
見出しは「手形の額は漢数字優先」。約束手形の金額欄
に漢数字の「壱百円」と「洋数字」の「￥1,000,000」の
二つが記入された場合に対する最高裁判所の判決で漢数
字優先となったという話。岐阜市の不動産業者が振出人
を相手に起こした民事訴訟である。漢数字で金壱百万円
也と書く可きところを「万」の字を落としてしまったも
のである。手形法第六条「手形金額に差異あるときは文
字を以て記載したる金額を手形金額とする」という法律
のあることも教えてもらった。学生にはこの新聞のコピ
ーを配布した。
Ⅳ．整数の割算と余り―3の不思議
　朝日（’10.4.27）の「声」欄に高校の先生が「2の 63
乗出した生徒に感動」という見出しで概略次のような内
容のことを書いていた。高校 3年生の授業で「2を 63
回掛けた数を 3で割った余りは何か」という入試問題を
取りあげた。「これはある方法で暗算で解けます」とこ
とわっておいたが、「授業後一人の生徒がノートを見せ
にきました、なんと 2を 63回掛けた値（92233720368547 
75808）が記されていました」と、感心した内容が投書
の主目的だと思われるが、このことは本稿では措くこと
にして、数学的部分だけを取りあげて学生に話をした。
　正の整数を 3で割るとき、割り切れると余りは 0、割
り切れないときは余りは 1か 2である。この場合 2のべ
き乗であるから 3で割り切れない。従って余りは 1か 2
の 2通りである。これを宿題として出したが楽過ぎた。
　朝日（’09.11.18）の「声」欄に 65歳の方が「車を見
たなら足し算割り算」という見出しの投書をしている。
「外出時、何はともあれ出会う車のナンバープレートに
先ず目が行くという私のくせ。そこに並んだすべての数
を足して 3で割り切れたら、その日の運勢がよいという
占いみたいなものだ。そもそもこの始まりは中学生の頃
の数学の授業の時、3で割り切れる数は少ないからとの
先生ご自身の運勢占いの雑談が面白くて、私も試してい
るうちにハマったという次第（以下略）」。
　学生にはこの投書の中に数学的におかしな点があるこ
とを指摘させた。これは簡単である。「3で割りきれる
数は少ないから」と先生が言われたと思いこんでいる。
数学の先生がそんなことを言われる筈がない。投書氏の
勘違いである。3で割りきれる数は 2で割り切れる数
（偶数）に次いで多いからである。
　各桁の数字の和を利用する問題は数学パズルなどでよ
く見られるが、小学 6年生の教科書にこの問題がある。
「わくわく算数 6（上）」（6）に「3の倍数の不思議」とい
う囲み欄がある。「258は 3で割り切れるか？」という
ので、一つは普通の割り算で商が 86となって割り切れ
る。次のは各桁の数字を足して 2＋5＋8＝15、15÷3＝5
で割り切れる。という漫画風なコラムである。この例は
3桁の数であるが、何桁でも同じである。10＝9＋1、
100＝99＋1、1000＝999＋1等の関係を使えばよい。
　吉田洋一著「零の発見」には次のような挿話を例に 3
で割ることを説明している。「某専門学校（旧制―引用
者注）の入学試験に際して、受験生全部を三つの組に分
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ける必要が生じたことがあったとき、数学の先生は、受
験番号が（A）3で割り切れるもの、（B）3で割ると 1
が残るもの、（C）3で割ると 2が残るもの、という風に
組分けすることを提案したところ、常識的でないという
一般的（？）非難と同時に、これでは番号が 1や 2の者
はいずれの組にもはいらないことにならないか、という
批判的（？）質問を受けて大いに驚いたという話である。
1を 3で割れば商は 0で残りは 1であるから、番号 1の
者は当然 Bの組にはいるわけであるが、これはすでに
学校教育をおえてしまった他の先生たちから見れば、す
こぶる形式的な不自然な考え方のように思われるらし
い」と実感を述べておられる。
　この話は多分昭和初期のことと思われるが、この事情
は今日でも少しも変っていない。学校教育では整数の除
算定理を教えていないのではないだろうか。整数論の教
科書の最初に出てくる重要な定理の一つであり、これを
最初にとりあげた。学生には（－1）÷（－6）などの演習
問題をやらせた。
Ⅴ．最大公約数
　整数に関係する言葉でよく知られたものに最大公約数
と最小公倍数とがある。これらは小学校高学年で習う。
しかし高校では最大公約数、最小公倍数というときは整
数よりも整式についてである。ここでは整数の最大公約
数を考える。
　最大公約数という言葉は数学から離れて日常会話の中
で使われることがある。最近は政治家がよく使っている。
政治家が選挙の時に好んで使う公約とは全く関係がない
のだが。大辞林（三省堂、1988）には数学的な説明の他
に「多くの事柄が少しずつ食い違いはあるが、それらの
全てに共通して当てはまる部分」というのがあり、例と
して「異論はあろうが、議長の見解が最大公約数を示す
ものだ」を挙げている。確かにこのように使われている。
よく引用されているのが寺田寅彦の「俳句の型式とその
進化」（俳句研究、’34.11）（7）の中で「この詩形が国語を
構成する要素としての語句の律動（リズム）の、最小公
倍数とか、最大公約数とかいったようなものになるとい
う…」と書いている。これは政治家の比喩的用法では無
く、物理学者らしく数学的な内容である。寅彦自身俳句
を詠み、俳句の雑誌に書いていることを考慮しても意味
不明瞭である。上の引用文の最後が「なるという」とあ
るから誰かの説の借用かも知れない。俳句評論家阿部筲
人はその著「俳句―四合目からの出発」（8）の中で「ここ
に日本人的な物の見方の、共通点、最大公約数、あるい
は最大水準線があります」と書いている。この三つの言
葉が等価、あるいは同義語であるかのように使っていて
理解できない。この他に中島健蔵が「ヒューマニズムは、
いわば最大公約数である」と ’48年に書いているらしい
が未確認である。これもよくわからない。政治家がテレ
ビでこの語を使っているが、活字になったのは議事録で
も調べないと確認できない。
　数学では正の整数 a､ b､ c､ …の最大公約数を
（a､ b､ c､ …）と書く。3 ヶの数の例を挙げると
（50､ 75､ 100）＝25、（60､ 70､ 100）＝5、（60､ 75､ 90）
＝ 15となる。しかし（51､ 75､ 100）＝1である。最大
公約数が 1というのは共通の約数が 1以外に無いことを
意味している。上の例で 50を 51としただけで最大公約
数は 25から 1になってしまう。大辞林に例示されてい
るような内容は数学の最大公約数とは直接的な関係は無
いということになる。
　最大公約数は藤沢利喜太郎の数学用語の英和辞典
（1889）に greatest common divisorの訳として載っている。
Divisorを約数と訳している。名訳である。政党が使う
公約とは全く違った言葉で、古い国語辞典にはない言葉
である。学校で習った最大公約数という用語だけが記憶
に残っていて、政治の場で生れた公約と混同して、上の
ように比喩的に使われ出したのではないかと思われる。
調べる価値は十分あると思うので学生に提出義務のない
宿題としたが、未だに提出した者はいない。
Ⅵ，互に素―一筆書き多芒星と朱子織物
　整数 a，bが（a, b）＝1になる場合、aと bは「互に素」
の関係にあるという。一番簡単な例は隣合う自然数は必
ず奇数と偶数であるから、最大公約数は 1である。（2, 
3）、（3, 4）は 1である。ここでは誰でも知っている一筆
書き五芒星などの多芒星と朱子織りの原理について話を
した。
　（1）　一筆書き多芒星
　正凸多角形の等しい長さの対角線を連続的に結んで星
形の図形を画くことが出来る。正多角形のうち正四角
（正方）形及び正六角形は不可能である。正五角形はい
わゆる安倍晴明判の五芒星（下の図の（5））になること
は小学生でも知っている。正七角形以上は 1種類以上の
多芒星が書ける。正 n角形の頂点を c（2≦c＜［n/2］）飛
びに結んで n芒星が出来る条件は（n, c）＝1である。正
五角形では（5, 2）＝1。正六角形では（6.2）＝2となり一
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筆書きはできない。n＝13ならば cが 2，3，4，5，6、の
5種類の一筆書きが可能である。講義では Eulerの関数
ψ（n）を用いて説明する。
　この星形の曲線はハイポサイクロイドで、形は複雑で
はあるが、簡単な三角関数を用いた式で表せる。これに
似た頂点が丸味のあるものをハイポトロコイドといい、
この式も簡単である。ハイポトロコイド曲線を簡単に描
ける教育玩具が ’68年英国の Denys Fisher Toys社から
「SPIROGRAPH」の商標で発売され、日本にも輸入され
た。学生にはこれで飛び数 2と 3の七芒星を描かせた。
正七角形はあまり見掛けないが英国の 50ペンス貨幣は
正七角形であることを学生に教えた。
　学生が数式に飽きた頃を見はからって、五芒星につい
ての余談をすることにしている。漢字の長の字の草書体
は下の図の（2）のように書く（9）。織田信長の花押の一つ
に、天地逆さにすると長の草書体が見えるものがあ
る（10）。これを図案化した図の（4）のような紋章「長之
字鶴」がある。大津市の（株）おらがむら丸長食品の商
標は長之字鶴である。これを更に抽象化して長を五芒星
としてしまう（11）。長野市の元の市章（図の（6））はこの
五芒星の中に「の」の字を入れたものであった（11）。長
崎市の市章（図の（7））も五芒星であった（11）。このこと
からも日本人の造形に対する感性のすばらしさを感じ取
って欲しいという願いをこめてこんな余談を挿むことと
している。
　（2）　正則朱子織物の成立条件
　織物には平織、綾織（斜文）、朱子の基本的な組織
（織り方）がある。高校の家庭科の授業でこの三原組織
について学んでいる筈なので、朱子の原理だけを簡単に
説明するにとどめた。朱子の成立条件は 1完全 nと飛び
数 cとが互に素すなわち（n, c）＝1のときに成り立ち、
一筆書きの星形の条件と数学的にアナロジー（相似）で
あることを話した。
　朱子は本来は繻子であり、朱子学とは無関係である。
若い人にはサテンと言った方がわかりやすいかも知れな
い。絹の朱子織物は表面に経糸が浮いているもので、英
語では satinという。緯糸が表面に浮いているものは綿
織物に多く、こちらは sateenといい区別しているが、一
般にサテンで通っている（12）（13）。こんなことも雑学的教
養として知っていて欲しいと願いながら話をした。
Ⅶ．おわりに
　本学での教養科目としての数学は、高校、大学で学習
することの少ない数論をとりあげ、これと日常生活の中
で遭遇する現象との係わり合いに力点を置いた教授法の
試みを前報（1）で報告した。本稿は身辺での数学に係わ
る事象を先に講述し、それについての数学的な関連を講
義するという、前報とは逆のやり方で行った試みについ
ての報告である。
　高等学校や文系大学での教養数学は、多くの人にとっ
て実生活上殆ど無用なものであると思う。他の教科と違
い数学は卒業後その片鱗すらも記憶に無いと断言する人
が少なからずいる。単なる市井の人ばかりでなく、よい
意味で社会の枢要な地位にいる人すらもそうであると思
う。従来からの入試に偏重した数学教育に問題があると
考えざるを得ない。小学生から大学生まで、数学嫌いな
人が多い。そんな中で何故数学を必修にするのか、ぽつ
ぽつ考え直す必要があるのではないかと考え乍ら、本学
での数学教育の有り様についての試行錯誤であり。悪戦
苦闘の記録である。数学在りきという明治以来の数学教
育を見直す可き時が来ているのではないだろうか。そん
な考えでまとめたのが本稿である。
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